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看護部長就任のご挨拶 

 

 

 

 

看護部長 中津川 美佐 

 

今年度より看護部長に就任しました。

名古屋市にある中部労災病院で３年間

看護副部長を経験させていただき、旭

ろうさい病院にまいりました。当院が

皆さまのお役にたてる病院としてより

発展できるよう、努力を重ねていく所

存です。 

 就任後春から夏にかけては看護師募

集の時期でした。今年度も新型コロナ

ウイルスの感染拡大で、看護専門学校

や大学に伺うことがままならない場合

もありましたが、優しく、たくましく、

やる気に満ちた将来の仲間に来てもら

えるよう、当院をアピールしてまいり

ました。以下、近頃の看護師事情につ

きまして、二三お伝えします。 

 小学生や中学生の“なりたい仕事ラ

ンキング”では、いつも女子の上位に 

 

ランクインしている看護師ですが、現

在では男性も増え、当院でも多くの男

性看護師が活躍しています。性別を意

識することなくチームとして一人一人

のいいところを活かしながら働く職場

ですので、看護師を選択する男性がも

っともっと増えればと思います。 

今後も少子高齢化により社会全体の

働く人口が減っていき、看護師確保も

今以上に難しくなっていくと思います。

幸い看護師は定年を過ぎても働くこと

ができます。経験が長く、酸いも甘い

も嚙み分けた定年前後の看護師は“プ

ラチナナース”と呼ばれ、今後さらに

貴重な人材となります。患者さんが当

院に受診・入院された際に、顔馴染み

の看護師がいることで安心し、アット

ホームな気持ちになって頂けるよう、

理念 地域の人々と勤労者の方々に信頼される医療を提供します  

 

○基本方針 ① 患者さんの権利を尊重して、患者さん中心の医療を実践します。 ② 多職種と幅広

く連携し、地域医療の充実に努めます。 ③ 地域の中核病院として急性期医療・救急医療の充実に努

めます。 ④ 慈愛の心に満ちた医療人を育成します。 ⑤ 一般医療を基盤とした勤労者医療を積極

的に実践します。 ⑥ 働き甲斐のある職場づくりをし、健全な病院運営を行います。 
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看護師が働き続けられる職場を作って

いきたいと思います。 

 また、看護の分野での専門化も進ん

でいます。医師の代わりに特定の医療

行為ができる“特定看護師”の養成で

す。患者さんがスムーズに診療を受け

られ、医師の働き方改革にも貢献でき

るということで、当院でも今年度より

コースを開講し、育成しています。 

 今後の新型コロナウイルスの動向は

予測できませんが、どのような状況で

も患者さんの一番近くにいる看護師が

優しくいきいきと働いていることが、

患者さんに選んでいただける病院の第

一歩と考えます。看護部皆で努力して

まいりますので、どうぞよろしくお願

いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 
 

腹腔鏡手術とは？ 

 

 

                                      外科部長 松村 卓樹

   

 

 

腹腔鏡手術とは、小さな切開創を

数カ所作成し、体腔内にカメラを挿

入し、モニターに映し出された術野

を見ながら、操作鉗子を用いて手術

を行うものです。日本では 1990年代

に初めて腹腔鏡下胆嚢摘出術を施行

され、その後の 30年で瞬く間に普及

し、現在消化器外科領域においては

胃、大腸を筆頭に最近では食道や肝

臓・脾臓・膵臓にもその適応が広がり

つつあります。そこまで急速に発展 

 

 

 

した理由としては、腹腔鏡手術の最

大の特徴である「低侵襲性」が時代の

ニーズに合ったからと考えられてい

ます。 

具体的に腹腔鏡手術のメリットと

しては、傷が小さく創部痛が軽度、整

容性に優れている、術後の回復が早

い、入院期間が短い、創感染が少ない、

術後腸閉塞が少ない、などが示され

ています。さらに、腹腔鏡による近

接・拡大視効果で奥深い空間も精緻
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な観察ができるため、出血が極めて

少なく、自律神経温存などに寄与す 

ることも大きな特徴です。 

当院においても、年々腹腔鏡手術

の割合が増加しています。実際には

患者さんの病気の進行具合や基礎疾

患などを考慮し、開腹手術で行うか

腹腔鏡手術で行うかを判断しており

ますが、現在当院での対象疾患とし

て胃癌、大腸癌、逆流性食道炎、胆石

症、鼠径ヘルニア、虫垂炎などを中心

として行っています。少しでもみな

さまの早期社会復帰にお役に立てれ

ばと考えております。 

近年では 3Dカメラや、4K、8Kカ

メラといった高画質カメラの普及、

画像ナビゲーションシステムの臨床

応用や手術支援ロボット（da Vinci）

の適応拡大など、腹腔鏡手術をより

安全に確実に行う様々なデバイスが

日々進化を遂げています。今後もさ

らなる腹腔鏡手術の発展が予測され、

技術革新とともに手術の進歩がある

といっても過言ではない？かもしれ

ません。 

 

 

 

 

 
 

 

総合内科について 

 

総合内科部長 小栗 太一

皆さんは総合内科という科をご存

じでしょうか。聞いたことがある方

もいれば、あまりよく知らないとい

う方もいらっしゃるのではないかと

思います。 

これまでは細分化された専門科が

重要視され、各分野のスペシャリス

トが各々自分の得意とする分野を診

療するというスタイルが医療の主流

でした。 

診療トピックス 



 

しかし近年は高齢化社会がすすみ、

複数の病気を持つ患者さんが増加し

たため、そのような患者さんが複数

の全ての専門科にかかり診療を受け

るということは現実的ではなくなっ

てきています。そこで、全てを丸ごと

総合的に診ることのできる医師の必

要性が叫ばれ、時代のニーズから総

合内科・総合診療科といった科が各

地で開設されてきているのです。 

旭ろうさい病院でも令和元年に総

合内科が誕生し、現在は３名の総合

内科医が常勤として勤めています。 

その診療内容は主に、どの科にかか

ったらよいかわからないときの初診 

外来での診断を担当することや、複

数の病気をもった患者さんを複合的

にみるかかりつけ医としての役割で

す。 

胸が痛いといって病院を受診する 

とき、あなたはまずはどの科にかか

りますか？ 

 肺の病気か、心臓の病気か、あるい

は筋肉や皮膚の病気なのか。すべて

の科にかかって調べてもらうという

のは現実的ではありませんし、また、

どの科にかかっても「うちの科の病

気ではない。」と言われたときとても

困ってしまうと思います。 

そんな時にこそ、私たち総合内科

の出番です。病気の原因がどこにあ

るのかを一番最初に調べて診断をつ

けて適切な科に紹介します。また、い

ろいろな病気をもっている場合でも

優先順位をつけてどこから治療の手

をつけるべきかを患者さんのライフ

スタイルや複数の病気の全体像をふ

まえた上でアドバイスします。 

また、ただ病気を診るだけでなく、

その人の精神面や社会面にも目を向

けて、心の健康が体の病気に結びつ

いていないか、病気になった原因と

して適切な社会的サポートが不足し

ていないかなども多面的な視点から

考えていきます。 

これからの時代はひとつの病気だ

けではなくその人を丸ごと診ていく

のが大切です。 

私たち総合内科はそのニーズにこ

たえるべく日々診療をしていきます。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

院内コラム 

教えてドクターQ＆A 

【質問】                                                       

気になる肌のシミについて質問です。私は仕事もプライベートでも屋外

で過ごすことは少ないので、紫外線対策は夏だけしかしていませんでし

た。 

先日家族から頬にシミが目立ってきたと言われました。それ以来、鏡で

自分の顔を見るたびに気になって仕方がありません。いったん出来たシミ

はどうしたら目立たなくなるのでしょうか？どうか先生教えてください。                    

（40歳代 女性） 

 

【回答】 

顔のシミは、老人性色素斑、脂漏性角化症、肝斑、後天性両側性太田母斑様色素斑、炎症後

色素沈着などの疾患の可能性があります。疾患によって治療法や予防法が異なることがありま

す。       

30-40 歳代から目立ってくるシミの多くは、老人性色素斑や脂漏性角化症の可能性がありま

す。日常生活での紫外線対策はシミの予防に役立ちます。夏の晴れた日中は紫外線が強いです

が、それ以外の季節や天気でも紫外線はそれなりに含まれています。季節や天気にあわせて紫

外線を避けることは有用です。治療としては、外用薬、内服薬、レーザ治療、ケミカルピーリ

ングなどがあります。外用薬としてはハイドロキノン含有剤の外用薬などがあります。ハイド

ロキノン含有外用薬は、扱っている医療機関が限られてくるため、おもに自費治療を行ってい

る美容皮膚科での処方になります。 

内服薬としては炎症後色素沈着にはビタミン Cの内服が一般的です。ビタミン C以外の内服

薬としてトラネキサム酸や L-システインがありますが保険医療ではシミへの適応はなく、自費

治療を行っている医療機関などでの投薬・購入になります。効果は個人差が大きいことと効果

が出るまでに時間がかかることが難点ですが試してみる価値はあると思います。 

                                   皮膚科部長 榊原 代幸 

 



 

当院は臨床研修病院です 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～病院機能評価認定を更新しました～ 

病院機能評価とは、日本医療機能評価機構が実施する審査で、国民が安全で

安心な医療が受けられるよう病院組織全体の運営管理及び提供される医療に

ついて 4つの評価領域から構成される評価項目を用いて評価するものです。 

当院は今年が 5年に一度の更新年であったため、6月 9日に病院機能評価の

訪問審査を受審し認定を更新することができました。 

今後とも皆様に安全で安心な医療を提供できるよう日々努力して参ります。 

当院は厚生労働省から指定された臨床研修病院です。 

指導医を中心とした適切な指導の下、初期臨床研修医が診療に従事 

しております。 

みなさんのご理解とご協力をお願いいたします。 

【編集後記】 

 

菅政権が退陣しましたが、その成果として、デジタル庁を創設しデジタル改革を推進

したことは高く評価されているようです。 

 「デジタル後進国」と言われたこの国で、行政の「縦割り打破」を目指し、各省庁ご

とにバラバラだったシステムや書式を一元化し、行政手続きでの押印が原則廃止（いわ

ゆる「脱ハンコ」）されました。ただし、婚姻届や離婚届は「人生の節目」として押印を

望む意見が数多く寄せられて、希望者には引き続き押印を認めているそうです。 

 私個人も、若かりし頃はデジタル分野に（当時のレベルでは）明るい方で、2000～2010

年頃まではガラケーに自分で入力して作成した着メロを使用し、画像や操作音を自作す

るなどして楽しんでいました。 

 しかし、そういうことへの興味は年々人並み以上に薄れてしまい、スマホに乗り換え

たのも周りの人より後からで、ＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）にも手を出

せず、今年に入ってやっと、家族に招待されてＬＩＮＥ（ライン）を始めたところです。 

 ずっとデジタルに及び腰だった我が国が改革できたのなら、私も負けてられないな

と、もう少し 50の手習いをやってみようと思います。 

事務局長 近藤 誠介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


